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こ れ ま で の 「 け や き 門 」

新  調 さ れ た 「 け や き 門  」

　
松 田 屋 ホ テ ル （ 山 口 市

湯 田 温 泉 ３ ） の 県 道 ２ ０４ 号 宮 野 大 歳 線 に 面 し た「 け や き 門 」 が 、 こ の ほど 新 調 さ れ た 。　
こ れ は 、 土 木 建 築 の 設

計 ・ 施 工 ・ 維 持 管 理 、 石灰 石 採 掘 な ど の 技 工 団（ 山 口 市 緑 町

1 6、 作 間 悦

次 社 長 ） が 、 創 業

7 5周 年

記 念 事 業 の 一 環 と し て 、同 ホ テ ル に 寄 贈 し た もの 。 同 社 は 、 地 域 に お ける 「 景 観 支 援 活 動 」 に 積極 的 に 取 り 組 ん で い る 。　 「 松 田 屋 ホ テ ル の 県 道側 の 長 い 白 壁 は 、 向 か いの 中 原 中 也 記 念 館 と そ の間 の 空 間 と と も に 、 湯 田温 泉 の ラ ン ド マ ー ク 的 存在 で 、 景 観 に も 大 き く 寄与 し て い る 。 そ の 中 央 に位 置 す る の が 『 け や き門 』  。 門 扉 の 傷 み が 酷 くな っ て い た の で 、 景 観 支援 活 動 お よ び

7 5周 年 事 業

と し て 新 設 寄 贈 し た 。 この 『 け や き 門 』 は 、 婚 礼の 際 に 新 郎 新 婦 登 場 の 入口 と し て 使 わ れ て き た 時

期 も あ り 、 縁 結 び の パ ワー ス ポ ッ ト と し て 、 ま たシ ャ ッ タ ー ス ポ ッ ト と して 、 今 後 活 用 し て も ら えた ら 」 と 同 社 。　
松 田 屋 ホ テ ル の 創 業

は 、 江 戸 時 代 の １ ６ ７ ５年 。 １ ９ １ ７ （ 大 正 ６ ）年 に 著 名 な 作 庭 家 ・ 七 代目 小 川 治 兵 衛 に よ る 庭 園等 の 大 改 修 が 行 わ れ て おり 、  「 こ れ ま で の 『 け やき 門 』 は 、 お そ ら く そ の際 に 設 置 さ れ た も の だ ろ

う 」 と 、 松 田 屋 ホ テ ル の松 田 康 義 社 長 は 説 明 する 。 今 回 の 寄 贈 を 受 け「 大 変 あ り が た く 、 感 謝し て い る 。 市 民 や 観 光 客な ど 、 県 道 沿 い の 歩 行 者に 、 好 印 象 を 持 っ て も らえ た ら 。 時 代 に 即 し た 改修 は 今 後 も 続 け て い き 、湯 田 温 泉 の 活 性 化 に も 貢献 し て い き た い 」 と 話 して い る 。　
技 工 団 の 作 間 社 長 は

「 当 社 は Ｃ Ｓ Ｒ （ 企 業 の社 会 的 責 任 ） 経 営 に 取 り組 ん で お り 、 そ の 一 環 とし て 今 後 も 景 観 支 援 活 動や ラ ン ド マ ー ク づ く り を

通 じ て 地 域 貢 献 し て い きた い 」 と 意 欲 的 。 創 業

7 0

周 年 の

1 6年 に は 、 新 亀 山

公 園 ふ れ あ い 広 場 に 「 クリ ス マ ス ツ リ ー 」 も 植樹 ・ 寄 贈 し た 。 モ ミ の 木と と も に ク リ ス マ ス ツ リー に よ く 使 わ れ る 「 ド イツ ト ウ ヒ 」 と 呼 ば れ る 針葉 樹 で 、 日 本 初 の ク リ スマ ス ミ サ が こ こ 山 口 で 執り 行 わ れ た な ど 、 日 本 のク リ ス マ ス の い わ れ を 記し た 看 板 も 設 け ら れ て いる 。 さ ら に 同 年 に は 、 山口 大 神 宮 と 熊 野 神 社 に 観光 案 内 説 明 板 を 寄 贈 し てい る 。

松 田 屋 ホ テ ル 「 け や き 門 」 が 新 調
技 工 団 が 「 景 観 支 援 活 動 」 で 寄 贈
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Ｑ .

脊 椎 圧 迫 骨 折 と は ど ん な 骨 折 で す か ？

Ａ .

脊 椎 圧 迫 骨 折 は 上 下 方 向 か ら の 力 が 加 わ っ

て 背 骨 が 潰 れ る 骨 折 で 、 骨 粗 鬆

し ょ う

症 に よ り 起 こ

る 脆 弱 性 骨 折 の 一 つ で す 。 咳 、 く し ゃ み 、 尻餅 、 物 を 抱 え る な ど の 軽 微 な 外 力 が 原 因 と し て多 い で す が 、 特 に 誘 因 が な い 場 合 で も 圧 迫 骨 折は 起 こ り え ま す 。

8 0歳 以 上 の

4 3％ が 受 傷 し て い

る と 報 告 さ れ る 非 常 に 多 い 骨 折 で す 。　
症 状 は 骨 折 部 位 に 一 致 し た 腰 背 部 痛 で 、 体 動

困 難 と な り 日 常 生 活 が 著 し く 制 限 さ れ る こ と もあ り ま す 。 圧 迫 骨 折 を 受 傷 す る と 背 中 が 丸 まり 、 身 長 が 低 く な る な ど 背 骨 の バ ラ ン ス が 変 化し 、 ま た 筋 力 の 低 下 に よ る 転 倒 リ ス ク の 増 加 によ り 更 な る 圧 迫 骨 折 の リ ス ク が 増 加 し ま す 。 診断 は Ｘ 線 写 真 を 撮 影 し 、 状 況 に 応 じ て Ｃ Ｔ 、 ＭＲ Ｉ を 行 い ま す 。　
治 療 は 保 存 的 加 療 が 基 本 で 除 痛 、 骨 癒 合 の た

め コ ル セ ッ ト 等 を 装 着 し ま す 。 骨 癒 合 に は 約 ３ヶ 月 要 す る た め 、 Ｘ 線 写 真 を 撮 影 し 経 過 観 察 し

ま す 。 骨 粗 鬆 症 の 予 防 、治 療 に 努 め 、 も し 該 当 する よ う な 腰 痛 を 発 症 し た場 合 は 病 院 へ の 受 診 を お勧 め し ま す 。

 １ 行 記 事　 １ ８ 日 （ 火 ） か ら の 「 グ リ ー ン ・ ツ ー リ ズ ム イ ン ス ト ラ ク タ ー 育 成 ス ク ー ル 」 受 講 者 を 、 県 中 山 間 地 域 づ く り 推 進 課 （ ☎ ０ ８ ３ － ９ ３ ３ － ２ ５ ４ ９ ） が 募 集 中 。

花 石

 源 太 郎

 医 師

佐 々 木 外 科 病 院Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

８ ８ １ １

Ｑ . 正 月 太 り 対 策 に コ ツ が あ り ま す か ？Ａ .

年 末 年 始 は 生 活 の リ ズ ム が 変 わ り 、 夜 更 か

し を し て 昼 ま で 寝 る の が 習 慣 に な り や す く （ 運動 不 足 ）  、 常 に 何 か を 食 べ て い る （ 過 食 ） など 、 い つ も と 異 な る 生 活 が 続 き ま す 。  「 正 月 太り 」 に 関 す る 調 査 で は 、 約 ８ 割 の 人 が ２ ～ ３ ㌔グ ラ ム の 正 月 太 り の 経 験 を し 、 そ の 原 因 に 「 過食 」 を 挙 げ る 人 が 最 多 で し た 。 ま た 、 テ レ ビ の正 月 特 番 を 見 な が ら 、 ス マ ー ト フ ォ ン を 触 り なが ら な ど 、  「 な が ら 食 い 」 は 、 食 事 量 を 把 握 でき な い ば か り か 満 腹 感 を 感 じ に く い と 言 わ れ てい ま す 。　
太 っ て か ら 元 に 戻 す の は 大 変 な の で 、 正 月 前

に 「 お 酒 は 一 杯 」  「 炭 水 化 物 （ 特 に 餅 ） は 控 える 」 な ど 、 ル ー ル を 考 え て お く … こ れ が 載 る 頃に は 正 月 は 過 ぎ て い ま す ね 。 過 食 後 、

4 8時 間 ほ

ど で 余 分 な 糖 質 や 脂 質 が 体 に 蓄 え ら れ ま す が 、体 脂 肪 と し て 定 着 す る の に は ２ 週 間 か か る と 言わ れ て い ま す 。 で す の で 、 正 月 料 理 の 味 の 濃 い

物 や 脂 っ こ い 物 を 美 味 しい と 感 じ て い た 味 覚 を 、な る べ く 早 く 元 に 戻 す 事が 、 正 月 太 り 対 策 の コ ツと 思 い ま す 。清 水 内 科 医 院Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ３

－

９ ２ ５

－

２ ２ ８ ８

清 水

 秀 樹

 院 長

　
山 口 市 は 昨 年

1 2月

2 7

日 、 ２ ０ ５ ０ 年 ま で に 二酸 化 炭 素 排 出 実 質 ゼ ロ を目 指 す 「 ゼ ロ カ ー ボ ン シテ ィ 」 を 宣 言 。 市 民 や 事業 者 な ど と 共 に 、 脱 炭 素社 会 に 向 け て 挑 戦 す る 決

意 を 示 し た 。 山 口 県 内 では 下 関 市 に 続 く も の で 、全 国 で は 約 ５ ０ ０ 自 治 体が 宣 言 し て い る 。　
同 市 は 、 策 定 中 の 「 ス

マ ー ト シ テ ィ 推 進 ビ ジ ョン （ 素 案 ）  」 に お け る 重

点 プ ロ ジ ェ ク ト の 一 つ に「 地 域 脱 炭 素 推 進 プ ロ ジェ ク ト 」 を 盛 り 込 む 。 具体 的 に は 、 清 掃 工 場 の 余剰 電 力 を 本 庁 舎 な ど の 公共 施 設 に 融 通 す る 「 電 力の 地 産 地 消 」  、 自 動 車 から 排 出 さ れ る 二 酸 化 炭 素の 削 減 お よ び 交 通 渋 滞 の緩 和 に 向 け た Ｅ Ｖ カ ー のシ ェ ア リ ン グ や シ ェ ア サ

イ ク ル の 導 入 促 進 な ど につ い て 、 検 討 や 実 証 実 験を 行 っ て い く 。　
そ し て 今 後 は 、 全 国 で

１ ０ ０ カ 所 程 度 が 選 定 され る 「 脱 炭 素 先 行 地 域 」の 指 定 も 目 指 す 。 先 進 地の 取 り 組 み を 参 考 に し なが ら 、 市 内 に お け る モ デル 地 域 の 検 討 も ス タ ー トさ せ る 。

「 ゼ  ロ  カ ー ボ  ン  シ  テ  ィ  」  を 宣 言

山 口 市 が  「 脱 炭 素 先 行 地 域 」  の 指 定 目 指 し
※ す  べ  て  の 受 賞 作 品 は 、  サ  ン  デ ー 山 口  ウ  ェ  ブ サ イ ト  （
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）  で も ご 覧  い  た だ け ま す 。

「 ２ ０ ２ ２ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」  受 賞 作 品 紹 介

佳 作  「 歓 喜 」と き わ 公 園 で あ  っ  た イ ベ  ン ト 、  光 と シ  ャ ボ ン 玉 と 夜 の 野 外 彫 刻 に て 撮 影 し ま し た 。  自 粛 と 自 粛 の 合 間 で 、  た く さ ん の
 

親 子 連 れ 、  恋 人 た ち が 、  き れ い な シ  ャ ボ ン 玉 に 感 動 し 歓 喜 。  ２ ０ ２ ２ 年 も 世 の 中 が た く さ ん の 歓 喜 で 溢 れ ま す よ う に ☆

撮 影 者 ： 中 村 弘 枝 さ ん  （ 宇 部 市 ）

　
撮 影 日 ： ２ ０ ２ １ 年 １ 月

1 6日
　 　 　

撮 影 場 所

: と き わ 公 園  （ 宇 部 市 ）

農 業 試 験 場 ・ 県 立 大 南 キ ャ ン パ ス の 今 後 は ?
県 と 市 で 利 活 用 方 策 を 検 討

　
県 が ２

０ ２ ３ 年４ 月 の 供用 開 始
（ 当 初 の予 定 よ り１ 年 遅れ ）

に 向

け て 整 備を 進 め てい る 「 農林 業 の 知

と 技 の 拠 点 」 事 業 に より 、 県 農 業 試 験 場 （ 山 口市 大 内 氷 上 ） お よ び 県 林業 指 導 セ ン タ ー （ 山 口 市宮 野 ） が 、 防 府 市 の 農 業大 学 校 に 移 転 ・ 統 合 さ れる 。 そ の こ と で 多 く の 市民 が 関 心 を 寄 せ て い る のが 、 約

2 5・ ７ ㌶ あ る 跡 地

の 利 活 用 だ 。　
山 口 市 企 画 経 営 課 に よ

る と 、 同 地 周 辺 に お け る大 き な 課 題 が 、 雨 水 排 水対 策 。 同 市 で は こ れ まで 、 電 動 取 水 ゲ ー ト の 整備 や 、 雨 水 貯 留 浸 透 施 設の 設 置 な ど を 進 め て きた 。 さ ら に 、 県 道

2 1号 山

口 防 府 線 に お け る 慢 性 的な 交 通 渋 滞 に つ い て は 今年 度 、 県 が 実 態 調 査 を 行っ て い る と い う 。　
一 方 、 北 キ ャ ン パ ス へ

の 学 部 移 転 が

2 0年 ９ 月 に

完 了 し た 県 立 大 南 キ ャ ン

パ ス の 利 活 用 に つ い て も市 民 の 関 心 が 高 ま っ て おり 、  「 子 育 て ・ 高 齢 者 に優 し い 街 づ く り 」  「 買 い物 環 境 の 整 備 」  「 交 通 網の 整 備 」 等 の 要 望 が 地 域か ら 寄 せ ら れ て い る 。　 「 市 民 の 声 も 参 考 に しな が ら 、 県 と と も に 利 活用 方 策 の 検 討 を 進 め たい 」 と 同 課 。お わ び と 訂 正医 療 機 関 地 図 中 、  「 近 藤こ ど も ク リ ニ ッ ク 」 を 示す 「

3 3」 番 と 、  「 た む ら

医 院 」 を 示 す 「

7 5」 番 が

２ カ 所 表 記 さ れ て い ま した 。 正 し く は ５ 面 に 掲 載の 「

3 3」 番 と 、 ７ 面 掲 載

の 「

7 5」 番 で す 。 お わ び

し て 訂 正 い た し ま す 。

㈱ サ ン デ ー 山 口

１ 日 付 ３部 掲 載 の



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 ８ 日 ㈯

耕 地 付 近 の 樹 上 や 電 柱 に 止ま っ て じ っ と 地 面 を 見 つめ 、 昆 虫 や カ エ ル な ど を 探し て い る 姿 も よ く 見 ら れ ます 。　
初 夢 に 出 る と 縁 起 の 良 い

も の と し て 「 一 富 士 二 鷹 三茄 子 」 が あ げ ら れ ま す が 、年 の 始 め に タ カ を 観 察 し てみ ま せ ん か ？

　
ト ビ よ り も 一 回 り 小 さ

い タ カ の 仲 間 で す 。 全 体的 に 茶 色 で す が 、 胸 や 腹は ク リ ー ム 色 で 、 腹 に はこ げ 茶 色 の 模 様 が あ る のが 特 徴 で す 。　
冬 に な る と 、 農 耕 地 や

草 地 な ど の 開 け た 場 所 で見 か け る よ う に な り ます 。 空 中 で ホ バ リ ン グ をし て 獲 物 に 狙 い を 定 め 、ネ ズ ミ や モ グ ラ な ど の 小動 物 を 捕 食 し ま す が 、 農

き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園

　

　 　 　 　 　

      信 木

　
愛

3 4

ノ ス リ

タ カ 目 　 タ カ 科
［ 全 長 ］ 　 5 7 c m
［ 時 期 ］ 　 秋 に 渡 っ て く る 冬 鳥

露 天 風 呂 は 源 泉 か け 流 し（ 男 湯 ）

あ さ っ て

　 希 望 者 は 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 電 話 番

号 、 「 身 近 で あ っ た 楽 し い 出 来 事 ・ 話

題 」 （ 匿 名 で の 紙 面 紹 介 あ り ） を 明 記

し 、 は が き か メ ー ル （ あ て 先 は 題 字 横

参 照 ） で サ ン デ ー 山 口 「 千 人 湯 」 係 へ 。

１ 月 ２ １ 日 （ 金 ） 必 着 。 当 選 発 表 は 発 送

を も っ て 代 え さ せ て い た だ き ま す 。

読  者  プ  レ  ゼ  ン ト

「 ２ ０ ２ 2 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

佳 作 「 安 寧 の 世 を 願 っ て 」
恒 例 の 大 寒 水 行 の 仏 事 で す 。 兄 弟 住 職 揃 い 踏 み の 豪 快 な 水 行 は 読 経 と 共 に 迫 力 満 点 で す 。
清 水 の 流 動 感 を 出 す 為 に 高 速 シ ャ ッ タ ー ス ピ ー ド で 写 し 止 め ま し た 。 こ れ で 厄 除 開 運 し 、 人
々 に 安 息 を も た ら せ て く れ る で し ょ う 。 ま さ に 厳 寒 の 中 で の 熱 き 水 行 に 感 動 し ま し た 。
撮 影 者 ： 広 田 和 夫 さ ん （ 宇 部 市 ） 　 撮 影 日 ： 2 0 2 1 年 1 月 2 5 日 　 撮 影 場 所: 妙 徳 寺 （ 山 陽 小 野 田 市 ）

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. 　
c o.j p / s hi n n e n / 2 0 2 2 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。

「 千 人 湯 入 浴 券 」 ３ 冊

　
千 人 湯 と は 、 １ ９ ２ ９

（ 昭 和 ４ ） 年 か ら

8 9年 ま

で 同 地 で 営 業 さ れ て い た公 衆 浴 場 の 名 称 。  「 千 人も 入 れ る 」 と 言 わ れ た ほど 広 く 、 種 田 山 頭 火 や 中原 中 也 も 利 用 し て い た 。一 般 市 民 が 湯 田 温 泉 に 入

泊 客 ら 以 外 の 外 来 入 浴 は受 け 付 け て お ら ず 、 温 泉を 利 用 す る に は 、 限 定 で販 売 さ れ る こ の 外 来 入 浴券 が 必 要 。 発 売 日 に は 毎回 行 列 も で き 、 瞬 時 に 売り 切 れ る な ど 「 プ ラ チ ナチ ケ ッ ト 」 化 し て い る 。

　
ユ ウ ベ ル ホ テ ル 松 政

（ 山 口 市 湯 田 温 泉 ３ 、

☎

０ ８ ３

－

９ ２ ２

－

２ ０ ０

０ ） は 、 祝 日 の あ さ っ て
1 0日 午 前 ７ 時 に 「 千 人

湯 」 の 外 来 入 浴 券 を 発 売す る 。　
同 ホ テ ル で は 通 常 、 宿

風 呂 な ど を 備 え て い る 。２ ０ １ ６ 年 に は バ リ ア フリ ー 改 修 も さ れ た 。　
５ 枚 つ づ り が １ セ ッ ト

の 外 来 入 浴 券 （

2 3年 １ 月

末 ま で 有 効 ） は １ 冊 ３ ６０ ０ 円 で 、 １ ８ ０ ０ 冊 の限 定 発 売 。 年 末 年 始 や 施設 点 検 日 、 休 館 日 な ど を除 き 、 午 後 ２ 時 か ら ８ 時ま で 入 浴 で き る 。　
な お 、 購 入 者 向 け 駐 車

場 は 用 意 さ れ て お ら ず 、同 ホ テ ル は 公 共 交 通 機 関か 近 隣 有 料 駐 車 場 の 利 用を 呼 び 掛 け て い る 。

浴 で き る 唯 一 の 場だ っ た た め 「 昔 はよ く 通 っ て い た 」と 懐 か し む 人 も 多い 。 そ ん な 市 民 から の 望 む 声 に も 後押 し さ れ 、

9 8年 に

「 復 活 」 し た 。 ジャ グ ジ ー 、 低 温 サウ ナ 、 源 泉 １ ０ ０％ か け 流 し の 露 天

ユ ウ ベ  ル ホ テ ル 松 政

「 千 人 湯 」  入 浴 券 限 定 販 売

　
レ ノ フ ァ は 名 塚 善 寛 監

督 の も と 、 今 季 は 勝 ち 点に 繋 が る よ う 結 果 に こ だわ っ て い く と と も に 、 レノ フ ァ ら し い 攻 撃 的 な サッ カ ー で 「 ま た ス タ ジ アム で 応 援 し た い 」 と 思 って い た だ け る よ う 、 一 試合 一 試 合 、 勝 利 の た め 全力 で 戦 っ て い き ま す ！　
Ｊ １ 横 浜 Ｆ ・ マ リ ノ ス

か ら Ｄ Ｆ 生 駒 仁 選 手 、 Ｊ１ ア ビ ス パ 福 岡 か ら

M Ｆ

吉 岡 雅 和 選 手 な ど の 新 選手 が 加 わ り 、 新 チ ー ム は本 日 か ら の 全 体 練 習 にて 、 い よ い よ 始 動 し ます 。 昨 日 は 監 督 や 選 手 たち が 山 口 大 神 宮 で の 必 勝祈 願 で 健 闘 を 誓 い ま した 。 今 年 も 熱 い 応 援 を よろ し く お 願 い し ま す

!!

 １ 行 記 事　 ２ ０ ２ ４ 年 の 美 祢 線 全 線 開 通 １ ０ ０ 周 年 に お け る 車 両 記 念 ラ ッ ピ ン グ に 向 け 、 ２ 月 ２ ０ 日 （ 日 ） ま で ク ラ ウ ド フ ァ ン デ ィ ン グ が 実 施 中 。 ふ る さ と 納 税 制 度 を 利 用 。



2 0 2 2 年 （ 令 和 ４ 年 ） １ 月 ８ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


